
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8906720005CC/20090403

( 科目コード：8906720005CC)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】[ 環境化学 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・5 年次
【担当教員】

谷村 嘉恵

【授業目標・教育方針】
・地球温暖化，オゾン層の破壊，酸性雨，水質汚濁，廃棄物の処理とリサイクル，騒音，悪臭など地球環境全体から
個人の生活環境の範囲にまで及ぶ幅広いテーマを含んでいる環境問題を環境化学の視点から検討する。
・環境問題がなぜ発生したか，いまどんな状態にあるか，そしてそれらを解決するにはどうすれば良いかなどの事柄
を知ってもらい，考えてもらうことによって，人・社会・環境についての倫理・教養を身につける。

【授業概要】
・地球環境：地球の成り立ち・構造・物質循環・天然資源およびエネルギーについて学習する。
・環境問題の様相：オゾン層破壊，地球温暖化，酸性雨，砂漠化，種の絶滅などの地球規模の環境問題を取り上げ，
これらの環境問題が起こった原因と現状について学び，これらの防止対策を考える。
・環境汚染および環境対策技術：大気環境，水環境および土壌環境・地盤環境における汚染の現状とメカニズムを分
析し，それぞれの対策技術を紹介する。また，廃棄物，騒音，振動，悪臭について例を挙げて説明する。
・身近の環境問題：公害問題，地球サミット，都市生活などを取り上げる。

【教科書・教材・参考書 等】
[ 環境工学の基礎］地球環境とその保全　新訂版　監修　早川豊彦・種茂豊一　実教出版

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義とビデオ

【成績評価方法】
［後期］中間試験：30%，期末試験：30%，レポート：30%，その他：課題・ノート　1 ０％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

【授業計画】（授業名：[ 環境化学 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 地球の成り立ち
地球の構造

大気と海洋の形成、生命の誕生
気圏、水圏、固体地球、生物圏

第 2 回 地球上を循環する物質 水、炭素、窒素、リン、硫黄の循環、生態系
第 3 回 天然資源とエネルギー 金属資源、その他の資源，新しいエネルギー
第 4 回 大気の汚染 大気汚染物質，汚染の現状および対策（講義）

ビデオ：環境科学ー大気の汚染と保全
第 5 回 オゾン層破壊 フロンガス対策
第 6 回 地球温暖化 二酸化炭素およびその他温暖化物質
第 7 回 酸性雨、公害問題

その他
窒素酸化物と硫黄酸化物の防除
公害問題、砂漠化、種の絶滅

第 8 回 水環境の汚染 水質汚濁・汚染とその浄化（講義）
ビデオ：環境科学ー水の汚濁と浄化

第 9 回 中間試験
第 10 回 土壌環境の汚染 土壌劣化・汚染・無害化
第 11 回 廃棄物問題 一般廃棄物、産業廃棄物、その管理と対策（講義）

ビデオ：廃棄物の処理とリサイクル
第 12 回 ダイオキシン・環境ホルモン ダイオキシン・環境ホルモンの発生およびその処理技

術
第 13 回 その他 騒音、振動、悪臭の現状および対策
第 14 回 環境汚染の未然防止 アメニティと地域環境管理計画
第 15 回 大都市と地球環境 ビデオー「地球白書」②巨大都市　未来への選択
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